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名
の
患
者
に
接
種
を
行
い
、
途
中
脱
落
者
七
名
を
除
く
二
五
名
の
治

療
に
成
功
し
た
。
副
反
応
と
し
て
、
注
射
部
位
に
軽
微
な
痔
痛
を
訴

え
る
者
や
稀
に
鼠
躁
部
リ
ン
パ
節
の
腫
脹
を
来
た
す
こ
と
が
あ
っ
た

が
い
ず
れ
も
二
～
三
日
で
消
散
し
た
と
い
う
。

八
予
防
的
接
種
法

栗
本
東
明
は
ワ
ク
チ
ン
の
治
療
的
利
用
法
に
止
ま
ら
ず
予
防
的
接

種
法
に
ま
で
研
究
を
進
め
、
助
手
二
名
と
狂
犬
病
毒
試
験
に
従
事
す

る
小
使
い
三
名
の
計
五
名
の
健
康
体
に
対
し
敢
え
て
予
防
接
種
を
行

っ
た
結
果
何
ら
異
常
反
応
、
障
害
を
起
さ
ず
経
過
し
、
咬
傷
を
受
け

て
か
ら
の
曝
露
後
免
疫
の
み
な
ら
ず
未
だ
咬
傷
を
受
け
ざ
る
者
の
予

防
的
注
射
法
に
お
い
て
も
利
用
で
き
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

（
平
成
十
八
年
十
二
月
例
会
）

医
学
の
歴
史
は
教
養
と
し
て
で
は
な
く
方
法
論
・
思
想
と
し
て
重

要
で
あ
る
。
歯
科
医
学
史
の
編
募
は
本
来
一
体
の
も
の
で
あ
る
医
学

か
ら
歯
科
学
を
切
り
離
す
つ
ら
い
作
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
を
始
め
、
古
今
東
西
の
著
名
な
医
学
者
は
例
外
な
く
口
腔
に

も
優
れ
た
観
察
を
し
て
お
り
、
編
慕
さ
れ
た
歯
科
医
学
史
は
そ
の
ま

ま
医
学
史
と
な
る
。
優
れ
た
歯
科
医
学
史
は
優
れ
た
医
学
史
で
あ
る
。

医
学
史
に
見
る
歯
科
の
歴
史
ｌ
「
咬
合
と
全
身
」
の
過
去

と
現
在
Ｉ

永
田
和
弘

恩
師
中
川
米
造
先
生
は
「
医
学
を
見
る
眼
と
は
医
学
の
中
に
時
代

の
思
想
が
イ
ン
ブ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
る
眼
で
あ
る
」
と

述
べ
ら
れ
た
。
私
は
そ
れ
を
も
じ
っ
て
「
患
者
を
診
る
眼
は
観
察
の

中
に
そ
の
時
代
の
医
学
の
思
想
が
イ
ン
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
見
る
眼
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
。
Ｅ
Ｂ
Ｍ
も
良
い
が
、
そ
れ
に

拘
束
さ
れ
な
い
姿
勢
は
も
っ
と
重
要
で
あ
る
。

さ
て
、
「
身
体
の
一
部
で
あ
る
口
腔
が
全
身
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
き
た
か
」
と
か
「
医
師
（
歯
科
医
師
）
は
口
腔
を
ど
の
よ
う
に
診

る
か
」
は
簡
単
な
質
問
の
よ
う
で
実
は
困
難
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い

る
。
「
口
腔
の
異
変
は
身
体
全
体
に
影
響
し
、
身
体
の
異
変
は
口
腔
に

現
れ
る
」
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
口
腔
へ
の
視
線
は
ま
だ
一
般

的
で
は
な
い
。
全
体
論
の
立
場
か
ら
歯
科
領
域
を
見
て
み
れ
ば
ど
う

な
る
か
。
先
人
は
診
て
い
る
。

「
病
気
の
初
発
は
？
頭
痛
か
、
耳
か
、
そ
れ
と
も
歯
か
。
」
（
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
）

「
歯
の
不
調
は
身
体
の
不
調
に
繋
が
る
。
」
（
ｚ
８
一
四
房
弓
こ
ぎ
二
五

九
三
’
一
六
七
四
）

「
虫
歯
は
種
々
の
病
気
の
始
ま
り
か
も
し
れ
な
い
」
（
国
２
房

司
呂
の
富
己
竺
六
七
八
’
一
七
六
二

虫
歯
と
歯
周
病
は
口
腔
に
現
れ
る
二
大
疾
患
と
言
わ
れ
る
が
、
咬

合
の
不
調
和
は
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
口
腔
疾

患
と
全
身
と
の
関
係
は
「
咬
合
と
全
身
の
関
係
」
と
言
っ
て
よ
い
。

「
咬
合
を
見
る
眼
」
の
三
つ
の
キ
ー
・
ワ
ー
ド
を
挙
げ
て
み
る
。

（
１
）
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
（
Ｂ
・
Ｃ
四
六
○
？
ｌ
Ｂ
．
Ｃ
三
七
七
’
三
五
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九
）
の
「
何
ひ
と
つ
見
逃
す
な
（
医
療
的
観
察
こ

（
２
）
ヘ
ル
モ
ン
ト
ニ
五
七
七
’
一
六
四
四
）
の
「
実
証
の
重
視
と

実
証
へ
の
反
省
」
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
と
そ
の
陥
凹
）

（
３
）
ビ
シ
ャ
（
一
七
七
一
’
一
八
○
二
）
の
「
疾
病
の
局
在
論
」

こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
顎
関
節
症
と
病
巣
感
染
説
を
見
て
み
よ

、
「
ノ
○

咬
合
と
全
身
と
の
関
係
の
歴
史
（
顎
関
節
症
の
歴
史
）

一
九
三
一
言
の
○
○
口
甸
詞
昌
之
ロ
”
顯
頭
偏
位
は
難
聴
、
耳
鳴
り
、

め
ま
い
を
生
じ
る
“

一
九
三
四
６
ｏ
⑳
弓
国
乏
率
「
顎
関
節
異
常
に
由
来
す
る
全
身
の
諸

症
状
」
耳
鳴
り
、
頭
痛
等
（
耳
鼻
科
医
）

一
九
四
八
防
門
ェ
向
再
”
９
里
曾
の
神
経
圧
迫
説
は
解
剖
学
的
に

あ
り
え
な
い
“
（
解
剖
学
者
）

一
九
四
八
恥
困
ン
詞
く
嗣
尽
、
”
咬
合
と
難
聴
と
は
関
係
が
無
い
。
咬

合
が
原
因
と
い
う
意
見
は
、
全
て
の
病
気
を
咬
合
で

治
せ
る
と
い
っ
て
い
る
よ
う
で
な
ん
ら
解
剖
学
的
基

礎
が
無
い
“

○
Ｃ
鷺
ｇ
の
学
説
は
否
定
さ
れ
、
一
時
省
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、

現
在
で
は
「
顎
関
節
症
」
の
名
の
下
に
再
び
論
議
さ
れ
て
い
る
。
観

察
に
は
限
界
が
あ
り
、
実
証
は
困
難
で
、
病
態
は
局
在
し
な
い
。

病
巣
感
染
説
の
歴
史

一
九
二
華
乏
陸
ご
之
弓
嗣
罰
亜
病
巣
感
染
説
（
○
邑
静
扇
厘
の

提
唱

一
九
一
六
唖
甸
．
ｍ
Ｆ
目
ｚ
の
印
病
巣
感
染
説
弓
○
８
昌
己
①
昌
呂
）

の
実
証

こ
の
四
○
年
間
は
歯
科
医
師
は
非
難
さ
れ
、
「
治
療
よ
り
も
抜
歯
」

で
歯
内
療
法
研
究
は
停
滞
し
た
。
「
病
巣
感
染
説
」
に
よ
り
多
く
の
歯

が
抜
か
れ
て
い
っ
た
ｃ
無
歯
顎
の
人
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
三
六
歳
以
上
で
は
六
○
％
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
四
○

歳
以
上
で
は
四
○
％
に
達
し
た
と
い
う
。

一
九
五
一
畠
シ
ロ
ン
．
四
一
二
六
）
エ
ハ
一
七
’
六
九
七
ｊ
病
巣
感

染
説
の
終
結
宣
言
（
一
九
五
こ

ア
メ
リ
カ
歯
科
医
師
会
は
総
力
を
挙
げ
て
弓
８
自
二
胃
号
己
を
否
定

し
た
。
歯
性
慢
性
疾
患
と
さ
れ
た
関
節
炎
や
心
疾
患
が
新
開
発
の
副

腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｈ
で
治
癒
し
て
い
っ
た
。
歯
は
原
病
巣
で

は
な
い
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

病
巣
感
染
説
は
い
っ
た
ん
影
を
潜
め
た
が
、
最
近
で
は
歯
周
病
の

細
菌
が
身
体
各
所
に
病
変
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
報
告
が
相
次
い
で

い
る
。
観
察
に
は
限
界
が
あ
り
、
実
証
は
困
難
で
、
病
態
は
局
在
し

な
い
。抜
歯
に
よ
り
原
病
巣
が
消
滅
し
た
か
ら
二
次
病
巣
が
治
癒
し
た
の

か
、
そ
れ
と
も
抜
歯
に
よ
り
不
具
合
な
咬
合
の
患
歯
を
抜
歯
し
た
か

ら
治
癒
し
た
の
か
は
慎
重
に
見
極
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

○
○
里
ｇ
症
候
群
（
Ｔ
Ｍ
Ｄ
）
も
弓
目
自
己
貯
昌
○
二
も
「
咬
合
と
身

体
」
に
収
敵
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
新
し
い
歯
科
医
学
の
建
立
に
は
医
師
と
歯
科
医
師
と
の
強
い

連
携
が
望
ま
れ
る
。

（
平
成
十
八
年
十
二
月
例
会
）


